
平成１２年９月 　東海豪雨

名古屋市における被害状況等と名古屋市における被害状況等と
　　　　豪雨対策への検討について豪雨対策への検討について

名古屋市消防局防災室名古屋市消防局防災室

　　　　主幹　　細　萱　健　一　　　　主幹　　細　萱　健　一



気　象　概　況気　象　概　況

●●観測場所　　名古屋地方気象台　緑土木事務所観測場所　　名古屋地方気象台　緑土木事務所

●総降雨量　　　　　●総降雨量　　　　　567567mmmm　　 　　　　　　647.0mm647.0mm

●●日降雨量　　　　　日降雨量　　　　　428428mm         499.5mmmm         499.5mm

●●最大時間降雨量　最大時間降雨量　 　　9393mm         105.5mmmm         105.5mm

※※全てにおいて観測史上最大全てにおいて観測史上最大

※名古屋市内※名古屋市内 平均年間降雨量　平均年間降雨量　1,5351,535mmmm



　　　　　　
愛知県下雨量線図（総降雨量：愛知県下雨量線図（総降雨量：mmmm））
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名古屋市の総降雨量は、名古屋市の総降雨量は、567567mmmmを記録を記録

名古屋地方気象台観測名古屋地方気象台観測



時時 間間 降降 雨雨 量量 及及 びび 総総 降降 雨雨 量量



　　※「※「愛知県記録的短時間大雨情報」が６回発表された。愛知県記録的短時間大雨情報」が６回発表された。
　　　　　第１号（９月１１日１８時１５分）～第６号（９月１２日２時１５分）　　　　　第１号（９月１１日１８時１５分）～第６号（９月１２日２時１５分）

防防 災災気気象象情情報報発発表表状状況況

（名古屋市関連分）（名古屋市関連分）

全全 てて 解解 除除１０時２０分１０時２０分９月１３日９月１３日

洪水注意報洪水注意報　４時５０分　４時５０分９月１３日９月１３日

大雨、雷、波浪注意報大雨、雷、波浪注意報洪水警報洪水警報１８時５０分１８時５０分９月１２日９月１２日

雷、波浪注意報雷、波浪注意報大雨、洪水警報大雨、洪水警報５時２９分５時２９分９月１１日９月１１日

大雨、雷、波浪、洪水注意報大雨、雷、波浪、洪水注意報１時４５分１時４５分９月１１日９月１１日

注　　意　　報注　　意　　報警　　　報警　　　報時　　刻時　　刻月　　日月　　日

発　　　　　表　　　　　種　　　　　別発　　　　　表　　　　　種　　　　　別発　表　時　刻発　表　時　刻



非　常　配　備　体　制非　常　配　備　体　制

警　　報警　　報

災害警戒本部災害警戒本部

注意報注意報

気象情報気象情報配備体制配備体制非常配備の種別非常配備の種別

第４非常配備第４非常配備

第３非常配備第３非常配備 災害対策本部災害対策本部

第２非常配備第２非常配備

第１非常配備第１非常配備

非常配備体制非常配備体制

準準 備備 体体 制制



名古屋市の非常配備体制状況名古屋市の非常配備体制状況

警警報報発発令令災害警戒本部災害警戒本部第１非常配備第１非常配備　５時２９分　５時２９分９月１１日９月１１日

甚甚大大被被害害

相相当当被被害害

雨雨量量増増大大

　注意報発令　注意報発令

要　　件要　　件

第４非常配備第４非常配備　０時００分　０時００分９月１２日９月１２日

第３非常配備第３非常配備１９時００分１９時００分９月１１日９月１１日

災害対策本部災害対策本部第２非常配備第２非常配備１５時４０分１５時４０分９月１１日９月１１日

準　備　体　制準　備　体　制１時４５分１時４５分９月１１日９月１１日

体　　制体　　制種　　　別種　　　別時　　刻時　　刻月　　日月　　日

配　　　備　　　内　　　容配　　　備　　　内　　　容配配 備　時　刻備　時　刻



被　害　の　概　況被　害　の　概　況

市内　（平成市内　（平成1313年４月年４月1717日現在）日現在）

　　●死　　●死 者者 44名　名　

　　●負傷者　　●負傷者 4747名名

　　●全壊住家　　●全壊住家 　　　　　　　　 44棟棟

　　●半壊住家　　●半壊住家 　　　　　　　　 　　9898棟棟

　　●一部破損住家　　●一部破損住家 1818棟棟

　　●床上浸水住家　　●床上浸水住家 9,8189,818棟棟

　　●床下浸水住家　　●床下浸水住家 21,85221,852棟棟

　　　　●河川破堤　　　●河川破堤　　　 　　33箇所箇所

　　　　●河川越水等●河川越水等 　　109109箇所箇所

　　●道路損壊　　　　　●道路損壊　　　 8888箇所箇所

　　　　●崖崩れ等　　　●崖崩れ等　　　 8787箇所箇所

　　●鉄道不通　　　　　　●鉄道不通　　　　 44箇所箇所
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避　難　勧　告　発　令　状　況避　難　勧　告　発　令　状　況

●避難勧告発令地域●避難勧告発令地域

北区、西区、中村区、北区、西区、中村区、

中川区、港区、南区、中川区、港区、南区、

守山区、緑区、名東区守山区、緑区、名東区

　　　計　９行政区　　　計　９行政区

避難対象者数避難対象者数約約3838万人万人

：発令地域：発令地域



避　　　　難　　　　状　　　　況避　　　　難　　　　状　　　　況

避難所開設：避難所開設： ９月１１日９月１１日 １９時１２分　昭和区１９時１２分　昭和区((広路小学校）広路小学校）

避難所閉鎖：避難所閉鎖： １１月３０日１１月３０日 ２１時００分２１時００分 西区西区((庄内コミセン）庄内コミセン）

開設避難所数：開設避難所数： １４行政区　１９７箇所１４行政区　１９７箇所　　　　

避難者数：　３２，１５５人　　避難者数：　３２，１５５人　　((実人員数）実人員数）



　　　　　　 　庄内川　　　　庄内川　　　警戒水位超過　　　（　９／１１　　２０：２０　）　　　　　　　　　　　　　　警戒水位超過　　　（　９／１１　　２０：２０　）　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

洗堰を越流して新川に流入する庄内川の洪水洗堰を越流して新川に流入する庄内川の洪水

出動水位超過　　　（　９／１１　　２１：０５　）出動水位超過　　　（　９／１１　　２１：０５　）

最大時　　最大時　　2727０㎥０㎥//ｓｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計画高水位超過　計画高水位超過　 （　９／１２　　　２：２０　）（　９／１２　　　２：２０　）



庄内川

× ×
×

×：破堤箇所



新川左岸堤防破堤新川左岸堤防破堤((名古屋市西区あし原町地内）名古屋市西区あし原町地内）

約１００ｍ破堤約１００ｍ破堤
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破破 堤堤 現現 地地 家家 屋屋 のの 破破 損損 状状 況況



破破堤堤氾氾濫濫にに よよ っっ てて 冠冠水水 しし たた 車車両両



新川破堤箇所仮締切り現場

←　新　川

１㌧土のう： ５００袋　　
通常土のう： １５，０００袋　
土砂、砕石：　 ５，６００ｍ3

仮締切り主要資材



天白区　野並地区
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東海豪雨時における東海豪雨時における

　　　　 地下空間の浸水状況地下空間の浸水状況



地地下下空空間間のの被被害害状状況況 （地下街）（地下街）

若干の浸水がみられたが大きな被害は生じていない若干の浸水がみられたが大きな被害は生じていない



地地下下空空間間のの被被害害状状況況 （地下鉄）（地下鉄）

３駅で大規模な浸水があった３駅で大規模な浸水があった

浸水痕跡



地地 下下 街街 出出 入入 口口 部部 周周 辺辺 のの 道道 路路 冠冠 水水 状状 況況



止止 水水 板板 にに よよ るる 地地 下下 街街 へへ のの 浸浸 水水 防防 御御
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東海豪雨水害時における地下街の被害状況一覧                            

 名 古 屋 駅 前 地 区 栄 地 区 そ の 他 
浸 水 有 無        ・はい       ８／９件 ・はい     ３／３件 ・はい    １／４件 

浸 水 場 所        

・壁から        ５件 

・天井から       ２件 

・地上の出入口から   ３件 

・ビルと地下街とのエキスパンションから １件

・他のビル地下通路から １件 

・天井から     １件 

・地上の出入口から １件 

・地上の上屋より（樋の詰まり）１

件 

・他のビルとの接続部分より １件

・給気ダクトから １件 

浸 水 時 刻         PM 5:00頃－PM11:30頃  PM 6:00頃－PM 7:30頃  PM 7:30頃 

浸 水 被 害        

・床に水たまり 

・通行に支障 

・商品に被害 

・出入口階段２箇所通行不能 

・地下２階に漏水 

・床に水たまり 

・通行に支障 

・店舗内に浸水 

・設備機械に被害 

浸 水 対 応 策        

・排水溝の清掃 

・止水板、土嚢を使用 

・ドレンパン設置 

・土嚢を使用 

・防水シート・ビニールシート使用

・雨水槽を空にした 

・防水シート使用 

浸水対策状況        

・排水溝の清掃 

・出入口に止水板・土嚢使用 

・土嚢で排水溝へ水を誘導 

・モップ等で排水 

・ドレンパン・ポリバケツ設置 

・出入口に土嚢使用 

・漏水を樋受けで対処 

・シートで溝まで導入 

・天井給気ダクトを防水 

・シートで受けて対処 

浸水対策時点        

・階段等で浸水が始まった時点 

・通路に水が溢れた時点 

・道路冠水時点 

・点検で浸水を発見した時点 

・浸水２～３時間前 

・天井・出入口等で漏水、浸水が始

まった時点 

・漏水の連絡を受けた時点 

・機械室の浸水を発見した時点 

豪雨情報入手方法
・テレビ、ラジオ 

・消防局等の公の機関 

・テレビ、ラジオ 

・消防局等の公の機関 

・テレビ、ラジオ 

・消防局等の公の機関 



地下街管理者及び地下鉄事業者へ地下水害発地下街管理者及び地下鉄事業者へ地下水害発
生事象を周知し、対策検討を啓発生事象を周知し、対策検討を啓発

　　　　　　　　

河川管理者との緊急時連絡体制の確立河川管理者との緊急時連絡体制の確立

マスコミ、市広報紙等を通じて周知啓発広報マスコミ、市広報紙等を通じて周知啓発広報

都市型水害パンフレットの作成、配布都市型水害パンフレットの作成、配布

水防訓練時の地下水害対応訓練の実施水防訓練時の地下水害対応訓練の実施

地下浸水危険時の市から地下街管理者への情地下浸水危険時の市から地下街管理者への情
報連絡体制の確立報連絡体制の確立((平成平成1212年年88月実施）月実施）

名古屋市の都市型水害（地下浸水）対策名古屋市の都市型水害（地下浸水）対策



　東海豪雨を踏まえた　東海豪雨を踏まえた

　災害対応の問題点と対策の検討　災害対応の問題点と対策の検討



平成１２年９月豪雨災害緊急対策検討委員会平成１２年９月豪雨災害緊急対策検討委員会

防災情報収集伝達システム整備調査専門委員会防災情報収集伝達システム整備調査専門委員会

各局室区関係課長２０名で構成。合計各局室区関係課長２０名で構成。合計2424回の打合せを回の打合せを

行い対策を検討した。行い対策を検討した。

東海豪雨水害　東海豪雨水害　
対策推進委員会対策推進委員会

移　行移　行
　　　　
　　

（１３．６．１５）　　　　　
　

情情 報報 専専 門門 部部 会会

避難所運営専門部会避難所運営専門部会

本本部部運運営営専門部会専門部会

学識経験者５名を含む９名で構成。市民アンケート等も学識経験者５名を含む９名で構成。市民アンケート等も
実施するなどし提言をまとめた。実施するなどし提言をまとめた。

検　　討　　体　　制検　　討　　体　　制



『情報』に係る主な問題点とその検討対策　その１『情報』に係る主な問題点とその検討対策　その１

避難勧告の発令時期、伝達に不十分さがあった避難勧告の発令時期、伝達に不十分さがあった。。

・『避難勧告準備情報』の新設・『避難勧告準備情報』の新設発令が遅い発令が遅い

・具体的発令基準の制定・具体的発令基準の制定((数値化数値化)) →

・浸水実績図、土砂崩れ危険箇所、洪水ハザードマップ等・浸水実績図、土砂崩れ危険箇所、洪水ハザードマップ等
の公表の公表

・市広報紙、ホームページ、避難所マップ等へ掲載・市広報紙、ホームページ、避難所マップ等へ掲載

平常時における市民に対する危険箇所等の防災情報の提平常時における市民に対する危険箇所等の防災情報の提
　　供が、不十分であった。供が、不十分であった。

・マスコミのより積極的な活用・マスコミのより積極的な活用伝わらない伝わらない

・サイレン、インターネット等の活用・サイレン、インターネット等の活用 →→

→→



避難勧告等の具体的発令基準について

１　避難勧告準備情報

　（１）　河川洪水　： 河川水位が出動水位に達し、以降の６０分降雨予測が　
　　　　 ３０㎜以上の場合

　（２）　内水氾濫　： ６０分で５０㎜以上の降雨が観測され、以降の１２０分降　
　　　　　　 　　雨予測が１００㎜以上の場合

　　 排水ポンプ場運転調整に係る準備水位に達した場合

　（３）　土砂崩壊　： 急傾斜地崩壊災害対策計画に規定する第１警戒体制に
　　　　　　　　　　　　 該当した場合

２　避難勧告

　（１）　河川洪水　： 河川水位が計画高水位に達し、以降の６０分降雨予測　
　　　　　　　　　　　　 が３０㎜以上の場合

　（２）　内水氾濫　： 排水ポンプ場運転調整に係るポンプ運転停止水位の概

　　　　　　　　　　　　　ね１時間前と予測される水位に達した場合

　（３）　土砂崩壊　： 急傾斜地崩壊災害対策計画に規定する第２警戒体制に
　　　　　　　　　　 該当した場合 →→



避難勧告等の発令の周知について

１　周知方法

　（１）　避難勧告準備情報　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　区役所等の広報車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　テレビ・ラジオ等のマスコミ報道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　ホームページ　､　クイックキャスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　災害救助地区本部、消防団等による各家庭への広報

（２）　避難勧告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　サイレン吹鳴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　区役所等の広報車　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 テレビ・ラジオ等のマスコミ報道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 ホームページ　､　クイックキャスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　災害救助地区本部、消防団等による各家庭への個別訪問

２　発令単位２　発令単位

　　　　　　　　避難勧告準備情報避難勧告準備情報、、避難勧告避難勧告とも、とも、

　　　　　　原則として、区もしくは学区。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原則として、区もしくは学区。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　なお、土砂崩壊については区（危険箇所）　　　　　　　　　なお、土砂崩壊については区（危険箇所） →



『情報』に係る主な問題点とその検討対策　その２『情報』に係る主な問題点とその検討対策　その２

災害情報の入手に時間を要し、即時性に欠けていた。災害情報の入手に時間を要し、即時性に欠けていた。

市民からの情報を、災害状況の把握に十分役立て得なかった。市民からの情報を、災害状況の把握に十分役立て得なかった。

定点観測の手法（自動集計：ＦＡＸ、インターネットに定点観測の手法（自動集計：ＦＡＸ、インターネットに
よるデータ自動認識）、他関係機関システムとのネットよるデータ自動認識）、他関係機関システムとのネット
ワーク構築等ワーク構築等

市民への災害情報の提供が不十分であった市民への災害情報の提供が不十分であった。。

マスコミのより積極的活用、インターネット、クイックマスコミのより積極的活用、インターネット、クイック
キャスト（ポケベル）、サイレン（同報無線の活用）等キャスト（ポケベル）、サイレン（同報無線の活用）等

災害対策本部内の情報処理機能の強化災害対策本部内の情報処理機能の強化



『避難所』に係る主な問題点とその検討対策

水害を受けた避難所があった。水害を受けた避難所があった。

避難所の指定基準の見直し（災害別避難所の在り方検討）避難所の指定基準の見直し（災害別避難所の在り方検討）

避難所の備蓄品について不十分なところがあった。避難所の備蓄品について不十分なところがあった。

タオル等日用品の新規追加による備蓄品の充実タオル等日用品の新規追加による備蓄品の充実

救援物資の搬送に時間を要するなど、物資の配布がス救援物資の搬送に時間を要するなど、物資の配布がス
　ムーズに行えなかった｡ムーズに行えなかった｡

効率的な物資搬送体制の充実等（緊急物資集配前進拠点）効率的な物資搬送体制の充実等（緊急物資集配前進拠点）

災害弱者の迅速な把握など対応に不十分な点があった｡災害弱者の迅速な把握など対応に不十分な点があった｡

登録制度の導入を含めたリスト作成の検討登録制度の導入を含めたリスト作成の検討



『本部運営』に係る主な問題点とその検討対策

市本部と区本部との連携が不十分であった｡市本部と区本部との連携が不十分であった｡

市市((区区))本部と関係機関との連携が不十分であった。本部と関係機関との連携が不十分であった。

・・市本部各種会議結果等の区本部への伝達強化

・災害対策本部へのライフライン等の参画手順の具体化・災害対策本部へのライフライン等の参画手順の具体化

・区防災調整会議（平常時）の新設・区防災調整会議（平常時）の新設

市内部の応援体制等において万全な運用ができなかった。市内部の応援体制等において万全な運用ができなかった。

各種運用計画の点検・充実等各種運用計画の点検・充実等



そそ のの他他ハハーー ドド 対対 策策等等

•　河川激甚災害対策特別緊急事業河川激甚災害対策特別緊急事業

　　　　（庄内川､新川､天白川）　　　　（庄内川､新川､天白川）

•　名古屋市緊急雨水整備事業名古屋市緊急雨水整備事業

•　そそ のの他他
　　　河川護岸の嵩上げ　河川護岸の嵩上げ

　　　被災後のケアー被災後のケアー ((見舞金等増額、等）見舞金等増額、等）



(新川約２９０億円）

庄内川激甚災害対策庄内川激甚災害対策
緊急特別事業緊急特別事業



天白川激甚災害対策特別緊急事業天白川激甚災害対策特別緊急事業

　　



名古屋市緊急雨水整備計 画



凡凡 　例　例

１４年度以降施工箇所１４年度以降施工箇所

１３年度施工予定箇所１３年度施工予定箇所

１２年度施工箇所１２年度施工箇所

進捗状況図進捗状況図進捗状況図



郷　下　川　護　岸　改　修郷　下　川　護　岸　改　修

約２０ｃｍ嵩上げ

→ →



終　　　了終　　　了
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